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1 はじめに

一般家庭においても，大型ディスプレイやプロジェ

クタ等の大画面を使って，Webの閲覧を行う機会が増

えつつある．その際，例えば地図上に散在するアイコ

ンを選択したい等，従来の 10フィート UI には求めら

れなかった「大画面において，小さなアイコンや密集

し重なり合ったアイコンを選択する」事が容易なアイ

コン選択手法があれば好都合である．我々は，大画面向

けの，素早く正確にアイコンを選択出来る手法 Rough

Selectingを作成した．本手法の特徴は，手ぶれの影響

を受けない操作である，方向キーの押下による入力，及

び画面上の任意の位置にデバイスを直接向けて指示を

行うリモートポインティング（RP）とを組み合わせた

事にある．

2 大画面向け入力デバイスの問題点

RPでは，ユーザはデバイスそのものを手に持ち，空

中でポインティングを行う．そのためデバイスは固定

されず，ユーザがデバイスのボタンを押した時にデバ

イスがぶれるという問題や，ユーザにとってポイント

位置の細かい調整が難しいという問題が発生する．従っ

て，ユーザが小さなアイコンを選択したい時，あるい

は密集し重なり合ったアイコンの中から一部分しか見

えないアイコンを選択したい時， RPにより得られた

指示位置をそのままアイコンの選択に用いる事は適切

ではない．また，意図通りにアイコンを選択出来ない

事は，ユーザにとって煩わしい．

大画面環境では，RPの他に，ボタン入力のみを用い

て操作を行うインタフェースも存在する．リモートコ

ントローラ（リモコン）により操作を行う，テレビ向

けWebインタフェースがその例である．ボタン入力で

は，ボタンの押下に対応した入力が得られる．このた

めリモコンは，メニュー等整列された（又は順序付け

られた）項目等の選択に向く．またボタン入力は，手

ぶれの影響を受けないため，ターゲットの項目を確実

に選択する事も出来る．逆に，ボタン入力は散在する
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アイコン等，順序けられていない項目の選択には向か

ない．また，項目が多数ある場合，ユーザがターゲット

の項目を選択するのに時間がかかるという問題がある．

3 Rough Selecting

Rough Selectingでは，「ターゲットとするアイコン

（ターゲット）の候補を大まかに絞込み，その後ター

ゲットを選択する」というアプローチを取る．これに

より，RPによるアイコン選択の不確実さを克服出来る．

3.1 エリアカーソルによる候補の絞り込み

Rough Selectingでは，大まかに候補を絞り込むため

に，図 2に示すような，円形のエリアカーソル [1, 2]を

用いる．ユーザが画面上の任意の位置にデバイスを向

けると，エリアカーソルが画面上に表示される．エリ

アカーソルを用いる事により，ユーザはエリアカーソ

ルの内部に存在するアイコンを候補アイコンとして確

定する．

3.2 候補テーブルとターゲットアイコンの選択

エリアカーソル内に候補アイコンが複数存在する時，

ユーザはその中からターゲットを選択する必要がある．

ユーザが方向キーを利用して，候補アイコンからター

ゲットを選択出来るようにするために，システム側が

候補アイコンを順序付け，並べ替える．Rough Selecting

では，一時的に候補アイコンを並べ替えるため，図 3

に示すパイメニュー型インタフェースを導入する．こ

れを候補テーブルと呼ぶ．ユーザがアイコンの選択操

作を行うと，エリアカーソルの中心位置を中心として

候補テーブルが表示される．そして，候補アイコンが

候補テーブルに再配置される．パイメニュー型インタ

フェースを導入する事によって，システムは候補アイ

コンを円周上に再配置出来る．このため，システムは，
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候補アイコンを方向ボタン操作に適した一次元的な順

序付けを行う事が出来る．

3.3 Rough Selectingによるアイコンの選択手順

まずユーザは，ポインティングにより，エリアカー

ソルをターゲットがエリアカーソルの内部に含まれる

ように移動させる (図 4a→ b)．ユーザがデバイスのア

イコン選択用ボタンを押し下げると，図 4cに示すよう

に，候補テーブルが表示され，その上に候補アイコン

が再配置される．この時，指示部分は候補アイコンの

中の一つにある．次にユーザは，図 4dに示すように，

この指示部分をデバイスの方向キーを用いてターゲッ

トまで移動させる．この操作で用いる方向キーは，左

右方向のキーのみである．ユーザが右方向のキーを押

すと，図 4dに示すように，指示部分が右回りに進んで

いく．左方向キーの場合は，指示部分は左回りに進ん

でいく．ターゲットまで指示部分を移動させ終わった

ら，ユーザは今まで押し下げていたアイコン選択用ボ

タンを離す．これでターゲットの選択は完了である．

4 Rough Selectingの実装

我々は，Rough Selectingの入力デバイスとして，任

天堂Wii リモコンとセンサーバーを利用した．RPが可

能である事，Wii リモコンでは 4方向ボタンやその他の

ボタンを利用出来る事がWii リモコンを採用した理由

である．なお，アイコン選択用ボタンとして，Wii リモ

コンの Bボタンを用いた．またソフトウェアは，Visual

C#とフリーのWii リモコンライブラリWiimoteLibを

利用して実装を行った．

5 関連研究

Tseらは，RPによるアイコンの選択手法として，バ

ブルカーソル [3]を用いて候補を選択し，ターゲットの

色を発声する事により選択を行う手法の開発と評価を

行った [4]．しかし，特徴となる情報をすべてのアイコ

ンに付加しなけらばならないという問題や，ターゲッ

トの特徴を発声する必要がある事から，利用出来る場

面や場所が限られるという問題がある．これに対し我々

の手法は，アイコンに特徴となる情報を付加する必要

図 4: Rough Selectingによるアイコン選択の手順

がない．また，全ての操作をユーザの手により行う．こ

のため，大画面環境ならばどのような環境でも利用す

る事が出来る．

6 まとめと今後の課題

本研究では，大画面向けアイコン選択手法の提案と，

Wii リモコンによる実装を行った．この手法により，大

画面環境でもユーザは素早くアイコンを選択出来る．

なお，パイメニュー型インタフェースにおける本来の

項目選択方法は，角度による選択方法である．今後は，

Rough Selectingにおいても，方向ボタン操作によるター

ゲット選択の他に，角度によるターゲットの選択もサ

ポートし，ユーザが好みに応じて使い分けられるよう

にしたい．これにより，ユーザがRPに慣れている場合

は，より高速なアイコンの選択を行う事が出来るよう

になると考えている．
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